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系外惑星探査における近年の大きな流れの一つは、低質量の岩石惑星を発見を目指すこ
とであり、欧米では「第２の地球」発見を目指す観測プロジェクトも散見されるようになっ
てきた。その際のターゲット星として、M型星が注目されている。本質的にM型星におけ
る惑星探査は難しいのだが、低質量・低光度であることにより、低質量の岩石惑星に関し
ては他の恒星より有利な点は多い。実際に、これまでに中心星の近傍においスーパーアー
スと呼ばれる地球質量の数倍から 20倍程度の質量を持つ惑星が 20個程度発見されてきて
いるが、これら惑星はM型星周りで発見された例も多い。

このうち、これまで１つの恒星周りにスーパーアースが複数個発見されているケースが
３件あるが、これらの特徴を調べてみるとこれまでの惑星形成理論では説明出来ないこと
が明らかになった。これまでの中心星近傍での惑星形成理論では、惑星は「お互いが平均
運動共鳴状態にあり」「中心星近傍（∼ 0.05AU）に固まって」形成すると考えられていた
が、発見されたスーパーアース系は「平均運動共鳴状態になく」「比較的外側（∼ 0.1AU）
まで広がって分布」していることがわかったのである。本研究では、この理論と観測の矛
盾を解消するアイデアを考え、M型星の近傍においての大規模な惑星集積シミュレーショ
ンを行うことでその可能性を調べた。

本研究における重要な点は、惑星移動速度がこれまで考えられていた速度よりも遅い可
能性があることに注目したことである。線形計算によると惑星移動速度は非常に速いこと
が指摘されているが、実際に惑星移動速度がどの程度なのかに関しては様々な議論があり
よく分かっておらず、本研究ではその不定性を考え、惑星移動速度をパラメーターとして
扱ったのである。計算の結果、惑星移動速度が線形計算よりも 10-100倍程度遅い場合に、
観測と調和的な結果を得ることが分かった。今年度は、この成果を論文としてまとめるこ
とに注力した。


